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広　 報

表紙説明
　小野津ダイコンを収穫する小野津幼稚園児たち。
　島に古くから伝わる在来農作物のひとつ「小野津ダイ
コン」。その名は島内外で有名であった。慢性的にタン
ム（薪）が不足していた島では、小野津ダイコンを大島
で売り、代わりにタンムを買っていた。そのための定期
貨物船「むらさき丸」も小野津泊から出ていたという。
　ちなみに、「いっぱいうれしい」「いっぱいかわいい」
という表現は日本語としては誤りである。しかし、シマ
ユミタ的には正しい表現である。（例：イッぺーホーラサ）

（関連ページは６ページ）

特
集

ど
う
す
る
ど
う
な
る
幼
稚
園
再
編
？

シ
マ
の
話
題　

　

そ
の
１
（
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
研
修　

他
）

　

そ
の
２
（
タ
ン
カ
ン
P
R　

他
）

喜
界
高
校
卒
業
式

連
載　

フ
リ
ム
ン
徳
さ
ん
ア
メ
リ
カ
通
信

国
民
年
金
を
も
っ
と
知
ろ
う
！

連
載　

シ
マ
の
入
り
江
と
潮
だ
ま
り
（
中
間
編
）

喜
界
歌
壇
・
戸
籍
の
窓
・
今
月
の
わ
ん
こ

島
に
咲
く
花

小野津ダイコン収穫

い
っ
ぱ
い
と
れ
て

い
っ
ぱ
い
う
れ
し
い
!!
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さ
ら
な
る
課
題
「
行
政
区
（
集
落
）
再
編
、
小
中
学
校
再
編
論
議
」
の
試
金
石
と
な
る
か

　
　
　
　
　

�

各
方
面
よ
り
賛
否
両
論
を
予
想
、
検
討
委
員
会
（
仮
称
）
設
置
へ

　

加
藤
啓
雄
町
長
は
、
役
場
の
中

堅
職
員
14
人
か
ら
な
る
『
行
革
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
』（
吉
沢
伸
一

代
表
、
総
務
課
財
政
係
長
）
か
ら

の
「
幼
稚
園
再
編
に
関
す
る
提
言

書
」
を
受
け
て
こ
の
ほ
ど
、
喜
界

町
教
育
委
員
会
（
藤
岡
幸
雄
委
員

長
）
へ
、
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　

こ
の
要
望
書
は
、
幼
稚
園
予
算

を
編
成
す
る
町
当
局
か
ら
、
予
算

執
行
や
教
育
施
策
、
教
員
配
置
な

ど
を
所
管
す
る
町
教
育
委
員
会
へ
、

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
少
子

化
に
よ
る
園
児
数
の
推
移
な
ど
の

諸
状
況
を
踏
ま
え
、
再
編
に
つ
い

て
の
教
育
委
員
会
の
見
解
お
よ
び

同
課
題
へ
の
取
り
組
み
状
況
の
定

期
的
な
報
告
も
要
望
し
た
も
の
。

　

こ
の
要
望
書
は
、
町
長
室
で
加

藤
町
長
か
ら
藤
岡
教
育
委
員
長
に

直
接
手
渡
さ
れ
た
。

　

加
藤
町
長
は
「
か
ね
て
か
ら
諮

問
機
関
で
あ
る
行
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
行
財
政
改
革

の
実
施
・
検
証
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
今
回
は
行
政
の
立
場
か

ら
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
幼
稚
園
の
再
編
に
つ

い
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
の
要
望
書
を
踏
ま
え
て
の
教
育

委
員
会
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
お

示
し
い
た
だ
き
た
い
」と
話
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
藤
岡
教
育
委
員

長
は
「
こ
の
要
望
書
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
何
よ
り
も
子
ど
も
た
ち

へ
の
『
よ
り
良
い
教
育
環
境
』
を

念
頭
に
置
き
、
教
育
委
員
会
で
充

分
に
話
し
合
い
た
い
」と
応
え
た
。

　

行
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に

よ
る
提
言
書
お
よ
び
要
望
書
の
内

容
は
、
９
園
の
う
ち
２
園
が
休

園
と
な
っ
て
い
る
幼
稚
園
の
現
状

を
踏
ま
え
「
園
児
数
と
教
育
環
境

の
観
点
か
ら
、
園
児
同
士
の
触
れ

合
い
か
ら
生
ま
れ
る
体
験
や
感

情
、
社
会
性
を
育
む
環
境
は
、
園

児
数
が
著
し
く
少
な
い
園
で
は
充

分
と
言
い
難
い
」
と
、
保
護
者
や

問われる幼稚園再編問題
行革プロジェクトチームの提言を受け、加藤町長が藤岡教育委員長に検討を要望

要
望
書
を
藤
岡
委
員
長
に
手
渡
す

加
藤
町
長
（
右
）

小
規
模
園
は
園
児
に
目
が
届
き
や

す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

幼
稚
園
教
諭
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
（
計
１
３
７
人
回
答
・

回
答
率
78
・
83
％
）
や
現
地
視

察
を
行
っ
た
う
え
で
分
析
し
「
既

存
の
園
舎
だ
け
を
利
用
し
た
再

編
で
は
、
４
～
５
園
が
限
度
で
あ

る
が
、
小
中
学
校
再
編
を
検
討
す

れ
ば
１
～
３
園
の
再
編
と
な
り
、

幼
児
教
育
に
適
し
た
ク
ラ
ス
編

成
と
充
実
し
た
教
育
環
境
の
確

立
が
可
能
」
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
幼
稚
園
の
問
題
点
を

次
の
と
お
り
指
摘
し
て
い
る
。

湾
幼
稚
園
（
80
人
）

①
園
児
数
は
坂
嶺
幼
稚
園
の
園

児
を
含
め
、
５
ク
ラ
ス
80
人
で
１

ク
ラ
ス
16
～
17
人
と
幼
児
教
育

に
適
し
た
人
数
と
な
っ
て
い
る

が
、
園
児
数
に
対
し
教
室
や
園
庭

が
狭
い
。

②
遊
具
の
設
置
場
所
が
道
路
を

挟
ん
で
お
り
、
安
全
対
策
が
必
要

で
あ
る
。

③
預
か
り
保
育
の
た
め
の
教
室

が
な
く
、
現
在
は
ホ
ー
ル
を
利
用

し
て
い
る
が
、
他
の
行
事
や
準
備

等
に
支
障
を
き
た
し
て
お
り
専

用
教
室
の
設
置
を
望
む
声
が
出

て
い
る
。

滝
川
幼
稚
園
（
１
人
）

①
園
児
１
人
の
た
め
園
児
同
士

の
触
れ
合
い
が
な
く
幼
児
教
育

を
受
け
る
十
分
な
環
境
と
は
い

え
な
い
。
ま
た
今
後
大
幅
に
園

児
数
が
増
え
る
見
込
み
も
無
い
。

阿
伝
・
坂
嶺
幼
稚
園
が
休
園
し
た

時
、
な
ぜ
滝
川
幼
稚
園
だ
け
休
園

し
な
か
っ
た
の
か
疑
問
で
あ
る
。

②
園
舎
は
老
朽
化
が
進
み
、
近
い

将
来
、
大
規
模
な
改
修
等
が
必
要

に
な
る
。
既
に
ト
イ
レ
の
水
洗
工

事
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
休
園
を

事
前
に
検
討
し
て
い
れ
ば
必
要

な
工
事
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

小
野
津
幼
稚
園
（
５
人
）

①
園
舎
は
老
朽
化
の
た
め
取
り

壊
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
小
学
校

の
一
室
を
利
用
し
て
い
る
。

②
職
員
室
は
無
く
用
具
置
き
場

も
小
学
校
の
一
室
を
利
用
し
て

お
り
、
幼
稚
園
・
小
学
校
、
互
い

に
不
便
さ
を
感
じ
て
い
る
。

③
幼
小
連
携
や
地
域
と
の
つ
な

が
り
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
教
諭
や
保
護
者
が

多
く
、
再
編
に
つ
い
て
は
地
理
的

状
況
か
ら
通
園
の
不
便
さ
を
心

配
し
反
対
意
見
が
多
い
。

荒
木
幼
稚
園
（
５
人
）

　

現
在
の
園
児
数
は
５
人
で
今

後
も
10
人
を
越
え
る
見
込
み
が

な
い
。
園
庭
は
芝
生
が
張
ら
れ

木
陰
も
多
く
環
境
と
し
て
は
整

備
さ
れ
て
い
る
が
、
園
舎
の
収

容
人
数
は
20
人
程
度
が
限
度
と

思
わ
れ
る
た
め
、
将
来
の
園
児

数
の
推
移
を
見
極
め
な
が
ら
再

編
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

上
嘉
鉄
幼
稚
園
（
10
人
）

　

現
在
の
園
児
数
は
10
人
で
今

後
も
大
幅
に
増
え
る
見
込
み
が

な
い
。
園
舎
の
収
容
人
数
は
20

人
程
度
が
限
度
と
思
わ
れ
る
た

め
、
将
来
の
園
児
数
の
推
移
を

見
極
め
な
が
ら
再
編
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

早
町
幼
稚
園
（
16
人
）

　

休
園
中
の
阿
伝
幼
稚
園
の
園

児
も
通
園
し
て
お
り
、
今
後
も

10
～
15
人
程
度
の
園
児
数
が
見

込
ま
れ
る
が
、
園
舎
の
収
容
人

・�園児数の中には、転勤者の家庭（教職員、県職等）分がいるため、毎年、増減がある。
・保育所入所分を除く。
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ア
ン
ケ
ー
ト
結
果（
抜
粋
）

お
よ
び
デ
ー
タ
で
見
る

幼
稚
園
の
現
状

 幼稚園別の園児数（平成 20 年 5 月 1 日現在）

幼稚園別のアンケート結果

数
が
20
人
程
度
が
限
度
と
思
わ
れ
る

た
め
、
将
来
の
園
児
数
の
推
移
を
見

極
め
な
が
ら
再
編
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

志
戸
桶
幼
稚
園
（
10
人
）

　

現
時
点
で
は
特
に
目
立
っ
た
問
題

点
は
な
い
が
、
上
嘉
鉄
・
早
町
幼
稚

園
と
同
様
に
園
舎
の
収
容
人
数
が
20

人
程
度
が
限
度
と
思
わ
れ
る
た
め
、

将
来
の
園
児
数
の
推
移
を
見
極
め
な

が
ら
再
編
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

坂
嶺
幼
稚
園

　

現
在
、
休
園
中
で
あ
り
、
園
児
は

路
線
バ
ス
で
湾
幼
稚
園
へ
通
園
し
て

い
る
。

阿
伝
幼
稚
園

　

現
在
、
休
園
中
で
あ
り
、
園
児
は

路
線
バ
ス
で
早
町
幼
稚
園
へ
通
園
し

て
い
る
。

　

晴
永
清
道
教
育
長
は
、
教
育
委
員

会
の
対
応
と
し
て
「
３
月
議
会
で
の

町
長
の
施
政
方
針
に
も
あ
っ
た
よ
う

に
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
来
年
度

早
々
に
は
、
P
T
A
や
各
種
団
体

の
代
表
や
学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
な

る
『
検
討
委
員
会
』（
仮
称
）
を
立

ち
上
げ
、
さ
ら
に
教
育
委
員
会
で
審

議
し
、
そ
の
結
果
を
広
く
住
民
に
知

ら
し
め
て
ご
意
見
を
う
か
が
っ
た
う

え
で
、
多
く
の
方
に
納
得
し
て
い
た

だ
け
る
案
を
提
示
し
た
い
」と
話
す
。

Q�

あ
な
た
は
幼
稚
園
再
編
に
賛
成

で
す
か
？

教　

諭　

賛
成
67
％
未
回
答
33
％

保
護
者　

�

賛
成
62
％
、
反
対
29
％
、        

わ
か
ら
な
い
４
％
、

　
　
　
　

未
回
答
５
％

（
賛
成
の
理
由
）

・
多
く
の
先
生
や
友
達
と
関
わ
る
こ

と
で
心
身
の
発
達
が
期
待
で
き
る

・
複
式
学
級
よ
り
も
年
長
、
年
少
そ

れ
ぞ
れ
で
学
習
し
た
方
が
よ
い　

・
今
後
は
一
層
の
少
子
化
が
予
想
さ

れ
る
た
め
今
の
う
ち
に
対
策
を
た
て

た
方
が
よ
い　

・
少
人
数
教
育
も
い

い
が
、
一
人
の
場
合
は
集
団
で
遊
べ

ず
社
会
性
な
ど
で
将
来
の
不
安
が
あ

る　

・
園
児
数
が
減
る
と
預
か
り
保

育
も
難
し
く
な
る
の
で
は　

・
再
編

さ
れ
る
と
大
規
模
園
の
先
生
も
増
え

る
か
ら
い
い
の
で
は

（
反
対
の
理
由
）

・
離
れ
る
と
送
迎
が
大
変　

・
小
学

生
に
な
れ
ば
地
元
の
学
校
に
入
学
す

る
。
せ
っ
か
く
幼
稚
園
で
で
き
た
友

達
と
離
れ
る
の
は
か
わ
い
そ
う
。
す

る
な
ら
小
学
校
再
編
と
同
時
が
い
い

・
園
児
数
が
増
え
る
と
先
生
の
目
が

今後の幼稚園児の推移（平成 20 年 6 月 8 日推計）
Ｈ 20 Ｈ 21 Ｈ 22 Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 25

湾幼稚園
Ｈ２．３月・Ｒ２

学年別 48 32 51 47 49 51 10
年度別 80 83 98 96 100 61

上嘉鉄幼稚園
Ｈ 7. ３月・Ｒ

学年別 4 6 3 4 5 4 2
年度別 10 9 7 9 9 6

坂嶺幼稚園
Ｓ 47. ３月・Ｒ

学年別
Ｈ 15 年４月１日から休園

年度別
荒木幼稚園

Ｈ４. ２月・Ｒ
学年別 2 3 6 2 3 4 0
年度別 5 9 8 5 7 4

滝川幼稚園
Ｓ 47. ３月・Ｒ

学年別 0 1 1 0 2 0 0
年度別 1 2 1 2 2 0

早町幼稚園
Ｈ５. ３月・Ｒ

学年別 11 5 9 4 6 6 2
年度別 16 14 13 10 12 8

志戸桶幼稚園
Ｈ１. ２月・Ｒ

学年別 6 4 9 4 6 2 1
年度別 10 13 13 10 8 3

小野津幼稚園
Ｈ 20. ３月解体

学年別 2 3 2 2 1 4 0
年度別 5 5 4 3 5 4

阿伝幼稚園
Ｓ 47. ３月・Ｒ

学年別
Ｈ５年４月１日から休園

年度別

・�園児数の中には、転勤者の家庭（教職員、県職等）分がいるため、毎年、増減がある。
・保育所入所分を除く。

級 

地
3 歳児 4 歳児 5 歳児 計 預かり

保　育男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
湾 幼 稚 園 4 － － － 23 9 32 28 20 48 51 29 80 23
上嘉鉄幼稚園 4 － － － 3 3 6 2 2 4 5 5 10 4
坂 嶺 幼 稚 園 4 休　　　　　園
荒 木 幼 稚 園 4 － － － 3 0 3 1 1 2 4 1 5 0
滝 川 幼 稚 園 5 － － － 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0
早 町 幼 稚 園 5 － － － 3 2 5 5 6 11 8 8 16 4
志戸桶幼稚園 4 － － － 2 2 4 3 3 6 5 5 10 5
小野津幼稚園 4 － － － 1 2 3 1 1 2 2 3 5 0
阿 伝 幼 稚 園 5 休　　　　　園

計 - - - 35 19 54 40 33 73 75 52 127 36

届
か
な
な
く
な
る　

・
小
学
校
が
あ
る
う
ち
は
残
し
て

欲
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
個
性
が
あ
っ
て
い
い
と

思
う

・
小
学
校
と
幼
稚
園
は
一
体
で
あ
る
べ
き
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そ
の
１

シマ歩きの楽しみ方を再確認
～観光ボランティアガイド研修～

　喜界町観光協会（都隆男会長）は２月 13-14 日、
観光ボランティア研修会を開催した。
　同研修会の目的は、今年７月 22 日に観測され
る皆既日食で多くの観光客が島を訪れることが
予想されるため、観光案内ができるボランティ
アの育成とその受け皿となる組織づくり。
　講師として、県の観光アドバイザー派遣制度
を利用し、NPO 法人かごしま探検の会代表理事
の東川隆太郎氏が招待された。同氏は、県内各
地で「まち歩き観光」活動をしており、昨年の
NHK 大河ドラマ『篤姫』では、毎週放送後に放
送された篤姫ゆかりの地を紹介する『篤姫紀行』
の台本も手掛けた（大久保利通の父・利世や村
田新八が流された喜界島も放送したかったが、
予算の都合で実現しなかったという）。
　初日は役場コミュニティーセンターで、東川
氏による「喜界島まち歩きの楽しみ方」と題し
た講演があり、同氏による造語、「世間遺産」や

「人間僕宝」という県内各地で一般的に知られて
いない地域の名所・旧跡や地域を語るうえで欠
かせない人物を紹介しながら「地域資産が活か
されず埋もれているので、それらとじっくり向
き合い、地元の言葉とユーモアで、単なる案内

でなくテーマ（物語）
を伝えることが重要」
と写真とユーモアを交
えて説明した。
　次ぎに同氏が撮影し
た喜界島の「世間遺産」

（阿伝小や坂嶺小の奉
安殿や阿伝・保食神社
鳥居など）や「人間僕
宝」の説明もした。
　翌日は現地研修会と
して、講演会の内容を
踏まえながら湾集落を
歩きながら地域資源の
再確認をした。
　東川氏は、代官合祀之墓（湾幼稚園敷地内）
や御殿の鼻（ウドンノハナ）などの史跡につい
て説明し「車で走らなくても身近に魅力的な観
光地はたくさんある」と訴えた。
　両日とも参加した参加者は「昔から知ってい
る場所ばかりだが、東川さんの手にかかれば輝
いてくる。私も地元集落の史跡、特に旧海軍の
滑走路や誘導路などを観光客や子どもたちに説
明したい」と話した。

小
野
津
ダ
イ
コ
ン
い
っ
ぱ
い
穫
れ
た
よ
！

た
の
し
い
ね
!!

　

小
野
津
幼
稚
園
（
生
島
一
紀
園
長
）
の
全
園
児
６

人
は
２
月
10
日
、
小
野
津
集
落
で
古
く
か
ら
栽
培
さ

れ
る
小
野
津
ダ
イ
コ
ン
の
収
穫
を
同
幼
稚
園
の
実

習
園
で
行
っ
た
。

　

小
野
津
ダ
イ
コ
ン
は
、
島
ゴ
マ
や
島
ニ
ン
ジ
ン
、

島
ソ
ラ
マ
メ
（
ト
ー
マ
ミ
ー
）
な
ど
と
同
じ
く
、
島

に
数
多
く
あ
る
在
来
種
の
ひ
と
つ
。

　

特
徴
と
し
て
は
、
汁
気
が
多
く
身
が
柔
ら
か
い
た

め
煮
汁
が
よ
く
浸
み
る
、
鼻
に
ツ
ン
と
く
る
辛
味
が

少
な
い
、
改
良
種
の
青
首
大
根
な
ど
と
比
較
す
る
と

短
く
太
い
、
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
急
な
冷
え
込
み

で
旨
味
成
分
が
増
え
る
た
め
、
島
の
最
北
に
位
置

し
、
冷
た
い
北
風
が
当
た
る
小
野
津
集
落
が
栽
培
に

適
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
日
は
２
月
と
は
思
え
ぬ
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
。
園

児
た
ち
は
、
細
か
い
ト
ゲ
で
武
装
し
ガ
ッ
チ
リ
地
中

深
く
踏
ん
張
る
大
根
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、
約
20

本
の
大
根
を
30
分
ほ
ど
で
収
穫
し
た
。

　

年
少
組
の
山
元
亜
耶
（
や
ま
も
と
あ
や
）
さ
ん

は
「
大
き
く
て
な
か
な
か
抜
け
な
か
っ
た
け
ど
楽
し

か
っ
た
で
す
」
と
、
そ
れ
ま
で
の
元
気
は
ど
こ
へ
や

ら
、
は
に
か
み
な
が
ら
話
し
た
。

  

収
穫
し
た
大
根
は
、
園
児
た
ち
に
よ
り
浅
漬
け
に

さ
れ
た
と
い
う
。

牧岡さん島唄で六本木を席巻
　喜界島出身の奄美を代表する唄者である牧岡奈美さ
んが２月７日、奄美・沖縄の島唄と郷土料理が楽しめ
る「島唄楽園」（東京・六本木）で、隔月恒例のイベン
ト『奄美ナイト』に出演した。
　著名な奄美・沖縄の唄者が目白押しのなか、牧岡さ
んは朝花節やムチャ加那節などの島唄や、自身が作詞・
作曲した「すべての人へ」などを気持ちよさそうに唄
いあげ、奄美出身者などで超満員の客席を、独特の世
界で魅了した。
　ステージの合間にはビール片手にリラックス。この
夜の標準語であるそれぞれのシマユミタで観客との雑
談を楽しんでいた。
　奄美島唄や沖縄ポップスで盛り上がり、不思議と六
本木であることを忘れさせしまう雰囲気のなか、やは
り最後のクライマックスは定番の六調。観客全員が総

立ちになり、我を忘れて踊り出した。
　今回、出演者のなかに島唄ユニット「マブリ」のタ
ナカアツシさんの姿を見つけた。祖父は喜界町川嶺出
身の故・植崎馨（うえさき・かおる）さんで、喜界島
３世にあたる。彼も島唄シーンで全国的に活躍してい

る。
　皆さんも東京に
立 ち 寄 っ た 際 は、
六本木でシマを色
濃く感じてみては
い か が で し ょ う
か？

（報告：高橋伸弥さん）

「雨で足元が滑るので、階段
は気をつけてください」
単なる案内ではなく、気遣
いも忘れない

抱えきれないほどの「大豊作」 (^_^)/˜˜

牧岡さん（中）タナカさん（左）
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「ドゥメラ！」～ボツワナについて学び理解しよう～
　志戸桶小学校（刈川孝子校長）は１月 29 日、元海外青年協力隊の
桑山昌洋さん（鹿児島市）を招き、国際理解教育の一環としてアフリ
カ南部のボツワナ共和国について特別授業をした。
　授業は体育館で行われ、桑山さんが持参した民族衣装に身を包んだ
先生たちによる、即席のファッションショーにより幕を開けた。児童
たちは普段見慣れない先生たちの「晴姿」に喝采を送っていた。
　ボツワナを知るための四択クイズでは「物を盗まれたら誰に相談す
る？」の答えが「占い師」、「ボツワナの人がよく食べるのは？」の答
えが「イモムシ」と知ると、子どもたちは一様に「信じられない」と
驚いていた。
　桑山さんは「ボツワナの人も、日本人が魚を生で食べると聞くと驚
きます。それぞれの国を知り、理解しあうことが大切です」と話した。
  授業の感想を勝美香穂（かつみかほ）さん（２年）は「ゾウが
４万５千頭いると聞いて驚きました」と話した。
※「ドゥメラ」とは現地語で「こんにちは」の意味。

巣立ち前の高校生でにぎわう～喜界自動車学校～
　昨年末頃から２月頃まで、喜界自動車学校（竹山勉
代表）は一年で一番の「書き入れ時」を迎えた。
　２月９日の昼下がり、同校では卒業を控えていち早
く春休みに入っている高校３年生でにぎわい、まるで

「喜高分校」の様相であった。
　この日は約 30 人の生徒が出席し（生徒 53 人が登録）、
運転教習や学科試験の勉強に取り組んでいた。
  竹山代表は「生徒たちは都会に旅立つ前に免許を取得
しようと頑張っており、私たち指導員も生徒たちが都
会の道路事情に充分対応できるよう努力しております。
路上教習ではご迷惑をお掛けして申し訳ありませんが、
ご理解をお願いします」と話す。
　公務員専門学校に進むという源久秀幸さん（中里）

は「社会人として必要な資格。まだ学生なので給料を
もらえるようになったら、環境に優しいハイブリッド
カーを買いたいです」、県内で就職する青司早紀さん（中

熊）は「半ク
ラッチが難し
いけど運転は
楽 し い で す。
い つ か 軽 ト
ラックに乗っ
て祖父の農作
業を手伝いた
いです」とそ
れぞれ話した。

関係機関で協力して備える
～空港消火救難訓練～

　喜界空港内の航空機事故発生を想定し、消火救難
活動の効率的かつ速やかな実施を目的として２月
３日、同空港で島内 12・島外７の関係機関が合同
して、喜界空港消火救難訓練があった。
　訓練は、鹿児島発喜界行のサーブ機が着陸時に強
風を受け着陸に失敗し大破停止し、多数の負傷者と
燃料流出による火災を想定してのもの。
  事故発生後、空港内の消防車が初期消火にあた

り、間もなく通
報を受けた消防
分署・消防団の
消防車が急行し
た。並行して負
傷者の搬送や応
急処置も行われ
た。
　その間、空港
管理事務所は大

阪航空局鹿児島事務所や名瀬海上保安部、福岡航空
測候所奄美空港出張所などと報告や指示の連携を
図った。
　同管理事務所の愛隆治主査は「このような訓練の
成果が実際に活かされる状況がないことを願うが、
危機管理意識を持ち、乗員乗客の生命財産を守るた
め、常に万全の態勢を維持したい」と話した。　

ダイトウウグイス調査で来島
「本土種にはない珍しい特性」

　ダイトウウグイスで島を全国に発信した国立科学博物
館の濱尾章二さんが２月 10 日から５日間、島内各地でダ
イトウウグイスの生態調査をした。今回も前回と同じく
越冬時の分布状況の調査が目的（本誌１月号参照）。
　前回は捕獲調査したウグイス百羽中６羽しかダイトウ
ウグイスがいなかったが、今回は生息密度が半減してお
り、ダイトウウグイスは 50 羽中３羽であった。濱尾さん
は「渡り鳥の本土種のウグイスは寒が入りさらに南へ渡っ
たと考えられる」と話
し、 ３ 羽 の う ち １ 羽
は、前回と同じ場所で
捕獲された個体である
ことから「ダイトウウ
グイスは縄張り意識が
強く、一年を通してご
く狭い範囲で行動して
おり、大変珍しい習性」
と分析した。
　濱尾さんは今回の調
査をもとに、さらに詳
しく調査するため５月
にも再び来島するとい
う。 黙々と調査する濱尾さん

民族衣装をまとった先生たち
（左端が桑山さん）

迅速な動きを見せた消防分署・消防団

緊張しながら路上教習へ
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車種・排気量 手続き場所・問い合わせ先
原動機付自転車

125cc 以下
喜界町役場税務課又は、転出先の市区町村役場
※喜界町のナンバープレート、印鑑をお持ちください。
喜界町役場税務課　軽自動車税係　℡　0997-65-1111( 内線 43)小型特殊自動車

軽三輪車・軽四輪車

660cc 以下
鹿児島県軽自動車協会 ( 奄美市・大島郡を除く )
℡　099-261-4011
自動車整備振興会大島支部 ( 奄美市・大島郡 )
℡　0997-52-1496

鹿児島県以外に居住される方

は、 居 住 さ れ る 市 区 町 村 で、

手続き先の協会や運輸支局を

確認してください。

軽二輪車

125cc を超え 250cc 以下

二輪の小型自動車

250cc を超えるもの

九州運輸局　鹿児島運輸支局
℡　050-5540-2089
自動車整備振興会大島支部 ( 奄美市・大島郡 )
℡　0997-52-1496

　　

喜
界
タ
ン
カ
ン
と
知
名
度
ア
ッ
プ

と
販
売
促
進
を
目
的
に
、
J
A
あ
ま

み
喜
界
事
業
本
部
と
町
産
業
振
興
課

は
２
月
11
、18
日
、喜
界
空
港
で
「
た

ん
か
ん
P
R
大
作
戦
」
を
行
っ
た
。

　

鹿
児
島
発
着
の
午
前
・
午
後
２
便

の
乗
客
に
、
ネ
ッ
ト
に
入
れ
た
３
個

の
タ
ン
カ
ン
と
注
文
先
な
ど
を
記
し

た
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
無
料
配

布
し
た
。
両
日
で
用
意
し
た
２
４
０

セ
ッ
ト
は
す
べ
て
配
布
し
た
と
い

う
。

　

鹿
児
島
か
ら
到
着
し
た
乗
客
ら
は

J
A
・
役
場
の
職
員
か
ら
〝
予
期
せ

ぬ
〟
タ
ン
カ
ン
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受

け
取
り
、
一
様
に
顔
が
ほ
こ
ろ
ん
で

い
た
。

　

J
A
あ
ま
み
喜
界
事
業
本
部
で
は

「
通
常
の
P
R
は
、
島
外
に
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
空
港
で
あ
れ

ば
、
島
外
客
の
反
応
も
見
な
が
ら
宣

伝
で
き
る
。
全
員
に
喜
ん
で
も
ら
え

た
」
と
、「
作
戦
成
功
」
に
手
応
え

を
感
じ
て
い
た
。

「
安
く
て
お
い
し
い
! !
」　
　

青
空
市
場
を
の
ぞ
い
て
み
て
は
？

  

や
り
繰
り
上
手
な
主
婦
の
あ
い
だ

で
、
ト
マ
ト
、
カ
ボ
チ
ャ
、
キ
ク
、

ゴ
マ
な
ど
の
地
場
産
の
農
作
物
な
ど

が
並
ぶ
『
無
人
販
売
所
』
が
、
静
か

な
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

  

そ
の
場
所
は
、
湾
地
区
か
ら
旧

N
T
T
を
通
過
し
て
す
ぐ
、
岡
本
精

肉
店
そ
ば
の
角
を
右
折
し
、
そ
の
ま

ま
坂
を
登
っ
た
突
き
当
た
り
。

　

こ
の
販
売
所
に
品
物
を
提
供
す
る

の
は
、
キ
ク
や
野
菜
な
ど
を
栽
培
す

る
４
人
の
農
家
グ
ル
ー
プ
。
季
節
ご

と
の
地
場
産
の
農
作
物
を
、
一
袋
百

円
で
提
供
し
て
い
る
（
品
物
に
よ
っ

て
は
百
円
以
上
）。

　

そ
の
な
か
の
一
人
、
ス
プ
レ
ー
ギ

ク
を
栽
培
す
る
永
井
嘉
文
さ
ん
（
赤

連
）
は
「
昨
年
12
月
か
ら
始
め
た
が
、

好
評
で
な
か
な
か
の
売
れ
行
き
。
通

り
が
か
り
や
評
判
を
聞
い
た
主
婦
ら

が
立
ち
寄
っ
て
い
く
れ
て
い
る
」
と

話
す
。
ま
た
、
売
上
げ
の
一
割
を
払

え
ば
、
誰
で
も
作
っ
た
農
作
物
な
ど

を
売
る
こ
と
が
で
き
「
お
年
寄
り
が

ア
タ
リ
で
つ
く
る
野
菜
も
充
分
商
品

価
値
が
あ
る
。
気
軽
に
持
ち
寄
っ
て

み
て
は
。
孫
へ
の
『
お
こ
ず
か
い
』

く
ら
い
に
は
成
り
ま
す
よ
」
と
呼
び

か
け
る
。
永
井
さ
ん
の
妻
・
美
香
子

さ
ん
も
「
シ
マ
ッ
チ
ュ
は
マ
ジ
メ
。

品
物
と
売
上
げ
額
が
ピ
タ
リ
と
合
い

ま
す
」
と
胸
を
張
る
。

　

年
末
に
は
島
外
発
送
も
手
掛
け
、

「
お
年
寄
り
に
は
宛
名
書
き
も
一
仕

事
だ
か
ら
」
と
宛
先
の
代
筆
も
し
た

と
い
う
。

 

「
地
場
産
に
こ
だ
わ
り
、
よ
り
よ
い

品
物
を
、
手
ご
ろ
な
価
格
で
提
供

し
た
い
」
と
話
す
永
井
さ
ん
。
最
近

の
悩
み
は
販
売
所
に
名
前
が
な
い
こ

と
。「
仲
間
で
話
し
合
う
が
、
な
か

な
か
い
い
名
前
が
浮
か
ば
な
い
。
広

報
き
か
い
で
名
前
を
募
集
を
し
て

よ
」
と
笑
っ
た
。

タンカンを受け取る乗客ら

客からの質問にも丁寧に答える

そ
の
２

税　務　課　よ　り
　軽自動車税は 4 月 1 日現在に登録させている車両に対して課税されます。廃車手続きを考えている方はお
早めに手続きを行ってください。また、車両を持って喜界島を転出される方は転出先で新たに登録し直す必
要があります。

「
喜
界
タ
ン
カ
ン
P
R
大
作
戦
」

見
事
、
作
戦
成
功
! !
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「それぞれの新天地で成長し、ふるさとに恩返しを」

喜高３年生 83 人が晴れて卒業
　

県
立
喜
界
高
等
学
校
（
月
精
清
教

校
長
）
は
３
月
２
日
、
小
中
学
校
よ

り
ひ
と
あ
し
早
く
卒
業
式
を
同
校
体

育
館
で
行
っ
た
。

　

今
年
度
の
卒
業
生
は
普
通
科
、
商

業
科
あ
わ
せ
て
83
人
。

　

式
は
、
国
歌
斉
唱
の
あ
と
卒
業
証

書
の
授
与
が
あ
り
、
月
精
校
長
は
式

辞
で「
勉
学
に
部
活
動
に
打
ち
込
み
、

本
校
伝
統
の
一
ペ
ー
ジ
を
書
き
加
え

て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
人
生
も
勇
気
と
郷
土
へ
の

誇
り
を
持
っ
て
、
自
分
の
信
じ
る
道

を
切
り
拓
い
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ

た
。

　

在
校
生
送
辞
で
は
、
山
元
由
紀
子

生
徒
会
長
（
２
年
）
が
「
学
校
行
事

で
私
た
ち
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
た
先

輩
た
ち
の
手
の
温
も
り
は
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
仲
間
を
思
い
合
う
先
輩
た

ち
は
誇
り
で
す
。
つ
ら
く
な
っ
た

ら
、
島
か
ら
吹
く
風
を
探
し
て
く
だ

さ
い
。
私
た
ち
も
エ
ー
ル
を
乗
せ
ま

す
の
で
、
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
で感極まりながらも力強い卒業生代表あいさつ

（吉岡里菜さん）

緊張しながら卒業証書を受け取る

し
ょ
う
。
先
輩
た
ち
に
追
い
つ
き
追

い
越
せ
る
よ
う
頑
張
り
、
よ
り
立
派

な
喜
高
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
話
し
た
。

　

卒
業
生
答
辞
で
は
、
吉
岡
里
菜
さ

ん
（
普
通
科
Ｂ
組
）
が
「
礼
儀
正
し

い
１
年
生
、い
つ
も
明
る
い
２
年
生
、

皆
さ
ん
に
残
さ
れ
た
高
校
生
活
、
目

標
を
見
つ
け
て
失
敗
を
恐
れ
ず
努
力

し
て
く
だ
さ
い
。
い
ま
ま
で
あ
り
が

と
う
。
休
日
返
上
で
勉
強
や
進
路
を

ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
そ
の

愛
情
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。
仕
事
を

し
て
、
朝
早
く
起
き
て
弁
当
を
作
っ

て
く
れ
た
両
親
、
い
ま
ま
で
支
え
て

く
れ
た
家
族
、
18
年
間
本
当
に
あ
り

が
と
う
。
一
緒
に
卒
業
す
る
み
な
さ

ん
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
決
し
て
明

る
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
土
地
で
成
長
し
、
い
つ
か
ふ
る

さ
と
に
恩
返
し
を
し
ま
し
ょ
う
」
と

涙
を
こ
ら
え
な
が
ら
話
し
た
。

　

最
後
は
、
全
生
徒
と
来
場
者
で
校

歌
を
斉
唱
し
て
式
を
終
え
た
。

里居 美希 さん（中里）
都留文科大学へ進学

　私は子供が好きで以前から子供
と携わることのできる仕事に就き
たいと思っており、小学校の教師
になることを目的に初等教育学科
を選びました。しかし、親に負担
はかけたくなかったので、何とか
学費の安い国公立大学を目標に、
常日頃の勉強と弓道部との両立を

心掛けました。将来は、子供から信頼される先生にな
りたいです。

（後輩へのメッセージ）
　２年生までは「子供に携わる」という目標以外は漠
然としていましたが、教師になると決めてからは頑張
ることが出来ました。あせらず油断せず、普段から頑
張って欲しいと思います。

（※都留文科大学は、山梨県都留市が設置する大学。　
教員養成に定評があり、全国から学生が集まる）

富田 和範 君（湾）
トヨタ名古屋自動車大学校へ進学

　私は高校に入学しても特に目
標はなく、何となく大学進学し
ようと考えていました。進路に
ついて、両親や先生方からアド
バイスをいただくうちに、社会
に欠かせない自動車の整備士を
目指そうと思いました。整備士
は尊い人命を預かる仕事であり、

「やりがい」を感じました。
　進学後は技術の習得に励み、就職したら高校３年間
打ち込んだ硬式野球を、再び始めたいと思います。

（後輩へのメッセージ）
　今は目標がなくても、あせらずに勉強や部活など高
校生活に全力で取り組めば、自然に目標が見えてくる
と思います。

タ
ビ
カ
チ
イ
ジ
ム
チ
バ
ル
ン
ド
ー
！



8

Con
gra

tul
ati

ons

 on
 

you
r g

rad
uat

ion
!

Ｆ
３
Ａ

生
田
恭
平

生
田
家
と
お
世
話
に
な
っ
た
こ
の

島
に　

恩
返
し
す
るYes! w

e can

黒
田
祐
馬

黒
田
家
の
誇
り
を
胸
に
巣
立
っ
て
行
く

輝
く
未
来　

愛
知
の
星
☆

徳
島
純
希

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
で
決
め
た
そ
の
道
へ

歩
い
て
い
こ
う
輝
け
自
分

中
野
勇
太
郎

広
い
空
満
天
の
星
青
い
海　

忘
れ
ず
進

む
自
分
の
道

藤
元
拓
也

島
風
に
流
れ
聞
こ
え
る
そ
の
唄
は
喜
高

を
誇
る
水
色
の
球
児

前
岡
真
也

笑
っ
た
り
し
か
っ
て
く
れ
た
り

す
べ
て
の
人
に　

ラ
ジ
バ
ン
ダ
リ

南
山
皓
哉

立
ち
塞
ぐ
大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
て　

夢
を
成
し
遂
げ
輝
け
自
分

向
田
大
也

喜
び
と
不
安
を
背
負
い　

ひ
と
り
だ
ち

き
っ
と
叶
え
る
私
の
夢

豊　

健

豊　

健　

喜
界
代
表
や
っ
て
く
る

い
ず
れ
は
な
る
ぞ　

日
本
代
表

吉
見
国
利

あ
り
が
と
お
俺
の
信
念
曲
げ
ず
に
生
き

る　

海
賊
王
に
俺
は
な
る
♡

青
司
早
紀

し
あ
わ
せ
だ
☆
こ
ん
な
に
愛
さ
れ
育
っ

た
わ
た
し　

親
・
姉
・
祖
父
母
・
友
達

あ
り
が
と
う
♡

岩
切
華
子

あ
り
が
と
う
優
し
く
見
守
り
支
え
て
く

れ
て　

必
ず
し
ま
す
親
孝
行

上
地
か
ん
な

淋
し
さ
に
折
れ
る
心
を
抑
え
つ
つ
決
意

を
持
ッ
て
歩
き
続
け
る

島から巣立つ若き

翼のメッセージ
喜界高校今年度卒業生は 83 人

岡　

美
里

兄
の
と
き　

輝
く
背
中
に
あ
こ
が
れ

た　

つ
い
に
私
も
旅
立
つ
日

介
見
と
も
み

決
め
た
道
夢
叶
う
ま
で
進
む
だ
け

後
ろ
は
向
か
ず　

た
だ
前
を
見
る

清
水
糸
美

清
水
家
の
長
女
行
く

離
れ
て
い
て
も
見
守
っ
て
て
ね

田
島
紗
耶
香

大
好
き
な
島
を
出
る
の
は
つ
ら
い
け

ど　

新
た
な
夢
の
第
一
歩
★

得
田
相
里

青
い
海　

輝
く
星
に
誓
う
の
は

島
で
育
っ
た　

友
と
の
絆

西　

真
純

お
母
さ
ん
女
一
人
で
あ
り
が
と
う
違

う
か
っ
!!　

お
父
さ
ん
に
も
感
謝
し

て
ま
す
。

福
島
青
空

島
ば
ん
さ
ぁ
ー　

み
ん
な
の
帰
り

待
っ
て
る
よ
♡
笑
顔
で
会
お
う
ね

こ
の
島
で
・
・
・

幸　

里
菜
子

友
達
とCrazy

な
生
活
を　

過
ご
し

て
き
た
が　

旅
立
つ
友
へ
君
に
幸
あ

れ向
井
佳
世

あ
り
が
と
う　

愛
す
る
島
に
別
れ
告

げ　

自
分
の
夢
へ　

I can fly!!

村
上
恵
理
佳

18
年
支
え
て
続
け
て
く
れ
た
母
♡

そ
の
明
る
さ
を
受
け
継
ぎ　

FLY 
AW

AY

柳
澤
博
子

友
達
と
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
島
を

ほ
こ
り
に
思
い　

我
が
道
を
行
く

Ｆ
３
Ｂ

植
村　

洋

旅
立
ち
は　

涙
だ
け
で
は
終
わ
ら
な

い
別
れ
が
あ
れ
ば　

出
会
い
も
あ
る

植
村
隆
太
郎

自
炊
し
て
生
き
て
い
け
る
か
不
安
だ

か
ら　

毎
日
行
こ
う
ジ
ョ
イ
フ
ル
に

源
久
秀
幸

島
の
み
ん
な　

感
謝
の
気
持
ち
こ
め

ま
し
て
一
発
ギ
ャ
グ
を
。

『
河
童
は
活
発
』

相
良
悠
馬

こ
の
島
の　

お
世
話
に
な
っ
た　

人
々
に　

感
謝
の
気
持
ち
を　

胸
に
刻
ん
で

杉
山
和
成

両
親
と
祖
父
母
と
仲
間
に
感
謝
し
て

島
を
忘
れ
ず
ま
っ
す
ぐ
歩
く

武
田
佳
晃

咲
き
誇
る
桜
の
花
の
散
る
頃
に

旅
立
つ
心
静
か
に
高
ぶ
る

富
田
和
範

新
天
地　

不
安
は
と
て
も
あ
り
ま
す

が
叶
え
て
み
せ
ま
す
私
の
夢
を

巴  

貴
文

18
年
育
て
て
も
ら
っ
た
こ
の
感
謝

忘
れ
ず
将
来　

恩
返
し

三
田
美
雄
大

熱
い
夏　

辛
い
練
習
乗
り
越
え
て

目
指
せ
後
輩　

夢
の
甲
子
園

惠　

翔
太

旅
に
出
る
自
分
を
鍛
え
世
の
た
め
に

い
つ
か
は
戻
り
島
に
貢
献

森　

卓
人

福
岡
で
夢
叶
え
て
帰
っ
て
き
ま
す

島
で
の
活
躍　

期
待
し
て
て
ね

盛
澤
智
博

こ
の
僕
を
育
て
て
く
れ
た
親
や
島

感
謝
の
気
持
ち　

忘
れ
ず
進
む

安
岡
泰
平

ふ
る
さ
と
へ
感
謝
の
気
持
ち
忘
れ
ず

に　

歩
い
て
い
こ
う
新
し
い
道

朝
原
麗
香

十
八
年　

育
て
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
旅
立
つ

久
保
美
貴

父
母
へ　

島
を
出
る
の
が
心
配
だ

本
当
に
や
め
て
ね
♡
熟
年
離
婚
♡

隈
崎
沙
季
子

旅
立
ち
に
希
望
を
胸
に
持
ち
な
が
ら

夢
に
向
か
っ
て
歩
き
出
す

郷　

里
美

島
出
て
も
ず
っ
と
歌
う
よ
喜
高
の
校
歌

♪
わ
れ
ら
讃
え
ん　

喜
界
高
校
♪

里
居
美
希

お
母
さ
ん　

つ
ぎ
あ
う
時
は　

ど
っ

ち
が
激
や
せ　

し
て
る
か
勝
負

実
は
好
き
だ
よ

鈴
木
絢
子

あ
た
た
か
い　

喜
界
島
か
ら　

離
れ

て
も　

島
で
の
思
い
出　

私
の
支
え
に

武
田
枝
里
子

１
人
で
も　

や
っ
て
け
る
か
な　

大

都
会　

寂
し
く
な
っ
た
ら　

電
話
す

る
か
ら
♡　
　

巴  

亜
沙
美

二
人
と
も　

一
緒
に
島
を
出
て
く
け
ど

寂
し
く
な
っ
た
ら　

電
話
し
て
ね

萩
原
恵
美
梨

離
れ
て
も　

い
つ
か
は
き
っ
と　

戻
っ
て
き
て　

働
き
た
い
な
喜
界
島
で

藤
崎
由
実

藤
崎
家
の
最
後
の
一
人　

旅
立
つ

感
謝
の
気
持
ち　

ず
っ
と
忘
れ
ず

松
田
由
麻

お
母
さ
ん　

い
つ
も
お
い
し
い
お
弁
当

手
作
り
お
か
し
も　

あ
り
が
と
う
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森
岡　

結

旅
立
つ
日　

友
と
両
親
に　

別
れ
告

げ　

新
た
な
世
界
へ　

扉
を
あ
け
る

山
岡
沙
菜
江

夢
の
た
め　

島
を
離
れ
て
し
ま
う
け

ど　

心
配
性
は
ほ
ど
ほ
ど
に

吉
岡
里
菜

あ
り
が
と
う
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に　

島
を
離
れ
て　

夢
に
向

か
う

Ｓ
３
Ａ

上
園
翔
太

喜
界
島　

離
れ
る
日
ま
で　

親
孝
行

喜
禎
勝
太

春
の
日
に　

新
た
な
世
界
へ　

旅
立
つ

よ　

島
と
両
親
に　

感
謝
し
な
が
ら

黒
田　

司

喜
界
島
に
生
ま
れ
て　

よ
か
っ
た
と

思
わ
せ
て
く
れ
る
人
に　

出
会
え
ま

し
た
。

坂　

健
太

こ
の
島
の　

海
と
空
を
忘
れ
ず
に

離
れ
て
い
て
も　

つ
な
が
っ
て
い
る

栄
田
稔
樹

苦
し
い
時
、
思
い
出
す
の
は
、
き
っ
と
、

島
の
空
と
友
の
顔

玉
利
洋
樹

今
ま
で
は
、
た
く
さ
ん
色
ん
な
人
に

迷
惑
を
か
け
た
。
必
ず
、
い
つ
か
恩

返
し
す
る
。

玉
利
祐
也

私
は
帰
っ
て
き
ま
せ
ん
・
・
・

あ
な
た
を
超
え
る
ま
で
は
・
・
・

萩
原
拓
也

喜
界
島　

親
し
き
友
と　

次
に
会
う

の
は
成
人
式

向
井
賢
也

一
生
、
忘
れ
ら
れ
な
い
よ　

ず
っ
と

ず
っ
と　

島
の
こ
と
も　

み
ん
な
の

こ
と
も

森
島　

理

卒
業
。
社
会
に
向
か
っ
て
い
く

前
向
き
に
立
ち
向
か
っ
て
い
こ
う

ど
ん
な
事
が
あ
っ
て
も
き
っ
と　

や
り
と
げ
る
事
が
出
来
る
は
ず

新
し
い
世
界
が
見
え
る
は
ず
だ

撰　

理
奈

あ
り
が
と
う　

み
ん
な
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
だ
い

す
き
よ
♥

思　

真
琴

18
年
育
て
て
く
れ
た
父
・
母
に

い
つ
か
し
た
い
な
親
孝
行
♡

梶
原
千
穂

大
好
き
な　

家
族
と
離
れ
我
が
道
を

笑
顔
の
素
敵
な　

介
護
士
に
な
る
♥

春
日
千
尋

社
会
人　

明
る
い
未
来
が　

見
え
て
く

る　

自
分
の
道
へ　

歩
い
て
い
こ
う

喜
浦
佳
奈
子

起
き
な
さ
い　

母
に
言
わ
れ
た

３
年
間　

わ
が
ま
ま
娘　

旅
立
ち
ま
す

倉
本
万
梨
恵

夢
に
向
か
っ
て　

喜
界
島
か
ら
旅
立

つ
け
れ
ど　

必
ず
実
現
さ
せ
て
帰
っ

て
き
ま
す

古
賀
久
美
子

あ
り
が
と
う
ば
あ
ち
ゃ
ん　

あ
り
が

と
う
喜
界
島　

Ｉ
♡
坂
嶺

玉
城
真
依

別
れ
た
る　

三
年
の
時
の　

は
や
き

こ
と　

ま
ぶ
し
い
笑
顔　

そ
れ
が
思

い
出

得
本
歩
美

フ
リ
ム
ン
な
私
だ
っ
た
け
ど

18
年
間
あ
り
が
と
う
♡

富
山
智
夏

こ
の
想
い　

春
風
に
乗
せ　

旅
立
て
ば

期
待
の
気
持
ち　

裏
切
る
こ
と
な
く

中
山
春
香

だ
ぁ
い
す
き
な
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん　

が
ん
ば
る
か
ら
マ
ッ
チ
ュ
リ

ヨ
ー
♡

西
川
彩
乃

お
母
さ
ん
甘
え
て
ば
っ
か
り
ご
め
ん

な
さ
い　

お
父
さ
ん
い
つ
も
優
し
さ

あ
り
が
と
う　

必
ず
す
る
ね
恩
返
し

西
野
沙
紀

十
八
年
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
三
年
後
は
、
成
長
し
て
帰
っ
て

き
ま
す
。

橋
川　

茜

焼
き
つ
け
る
、
突
き
抜
け
る
青
と
キ

ビ
畑　

ど
こ
に
行
っ
て
も　

歩
け
る

よ
う
に
と

深
水
恵
利
奈

い
つ
ま
で
も
反
抗
ば
っ
か
り
ご
め
ん
な

さ
い　

両
親
２
人
と
も
大
好
き
だ
よ

前
島
美
香

両
親
、
先
生
、
友
達
の
お
か
げ
で
辛
い

時
も
頑
張
れ
た
。
心
か
ら
あ
り
が
と
う

☆
夢
を
叶
え
て
恩
返
し
し
ま
す
！

前
田
亜
里
沙

青
春
の　

こ
の
時
期
過
ご
し
た　

仲

間
た
ち　

み
ん
な
と
い
れ
て　

本
当

に
よ
か
っ
た

牧
野
玲
奈

桜
散
り　

と
う
と
う
き
た
ん
だ　

別

れ
ど
き　

も
っ
と
学
校
行
け
ば
よ

か
っ
た

皆
川
未
生

両
親
や　

祖
父
母
の
笑
顔
に
支
え
ら
れ

今
思
う
こ
と
は　

笑
顔
が
一
番
♡

宮　

綾
香

通
学
路　

ほ
こ
り
は
じ
め
た
桃
の
木
に

あ
と
何
日
か
と　

胸
は
さ
び
し
く

与
謝
野
か
お
り

別
れ
の
日　

島
を
離
れ
る
友
の
背
に

白
い
大
き
な
翼
が
見
え
る

渡
真
奈
美

友
達
と　

も
っ
と
一
緒
に　

過
ご
し

た
い　

時
よ
止
ま
れ
と　

思
う
こ
の
頃

9　Kikai Public Relations 2009.3
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好
評
の
連
載
第
１
回
に
つ
づ
き
、

今
回
の
第
２
弾
は
徳
さ
ん
が
孫
に

会
え
る
喜
び
を
、
素
直
に
て
ら

い
も
な
く
表
現
し
た
微
笑
ま
し
い

エ
ッ
セ
ー
。

　
「
孫
は
子
よ
り
カ
ワ
イ
イ
」
と
い

う
が
、
さ
す
が
の
フ
リ
ム
ン
徳
さ

ん
も
孫
に
は
勝
て
な
い
様
子
。

　

一
生
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
す
で
あ

ろ
う
我
が
子
た
ち
に
、
少
し
で
も

日
本
語
を
教
え
よ
う
と
し
た
徳
さ

ん
。
そ
の
教
育
方
針
に
間
違
い
は

あ
り
ま
せ
ん
よ
！
愛
郷
心
の
塊
で

あ
る
徳
さ
ん
の
子
ど
も
達
で
す
か

ら
、
シ
マ
へ
の
愛
着
を
よ
り
深
く

持
っ
て
、
さ
ら
に
そ
の
思
い
は
子

や
孫
へ
代
々
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。
オ
ッ
ト
こ
こ
ま
で
！

　

今
月
も
徳
さ
ん
の
楽
し
い
エ
ッ

セ
ー
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

「シアトルの孫に会える」

　待ちに待った日がやっと来た。シアトルへ行ける日だ。
可愛い孫に会える日だ。
　子供の頃の遠足を待つように指を数えて待つのではな
く､ 両手を開き､ 眺めて待っていた。待ち遠しくてたま
らなかった。言葉に出して待ち遠しいといえば、嫁はん
の初美に笑われると思って口には出さなかったが、心の
中では毎日口に出していた。子供みたいにうれしいこと
は口出して喜ぶようになりたいと思った。孫ができる歳
になったら “ 武士は食わねど高楊枝 ” なんかせんと、思っ
たことはすべて口に出して喜んだらいいと思う。

　１日でも早く会いに行きたかった。もうすぐ３歳にな
る長男の初孫が見たくてたまらん。1 歳の時に、息子夫
婦がロサンゼルスからシアトルへ引っ越す途中に、１日
だけ泊まって行った。まだ歩けなかった。可愛くてしょ
うがなかった。1 日中孫のそばをうろうろしていた。孫
が気になって仕方がなかった。こういうのを ｢目に入れ
ても痛くない｣ というのだろうか。

　嫁はんが寝かしたまま、おしめを変えるところへ行っ
て、チンチンを見ようとして顔を向けたとたんに、水鉄
砲でねらわれたように、勢いよく鼻に小便をかけられた。
塩辛くもないちょうどいい味がした。もっとかけられて
もいいとも思った。この小便に私の血が混じっていると
思うと味わい深い味がする。
　「美代ネエ､ おいしいブタ味噌の味もする」。
　
　｢そんなヘンな所を見るから、罰だ｣ と言われた。私に
してはヘンなところか、一番大事なところや。将来の上
園田家の後継ぎを作る源や。それを見ようとして何が悪
い。
　その源は大人の源みたいに開いていた。つぼみではな
かった。アメリカの医者は生まれてすぐに開くのだ。ど
うも理由はわからん。息子が生まれた時の日系人の医者
は自然のままがいいといって、そのまま自然な状態でつ
ぼみのままにしてくれたから、孫の小さなつぼみが開い
ているのを見て、かわいらしくてたまらなかった。
　

　なんや、豊臣秀吉と徳川家康を思い出した。｢咲してや
ろう、つぼみ。咲くまで待とう、つぼみ｣。アメリカ人は
豊臣秀吉で、日本人は徳川家康か。その孫がもう３歳に
なって、走りまわり、おじいちゃんよりも上手な英語で
喋り始めている。電話で話していても、意味のわからん
ことを喋っているが、まともな英語の発音になっている。
アメリカで生まれ育つ子はホントの英語を喋る。娘と息
子の時は日本語を習わそうと思って、私達は日本語とシ
マユミタばかりを使った。

　子供たちは家では日本語と時々シマユミタを喋ってい
たが、友達とは英語ばかりだった。だから、英語につい
ては安心していた。ところがそれは少し勘違いだった。
息子が小学校３年生くらいの時、通知表に「発音の悪い
ところがある」と書かれていた。ちょっとショックだった。
その国の言葉を完璧に喋るのは非常に難しい。３０年以
上アメリカに住んでいる私たちは、夫婦でシマユミタで
生活しているから、なかなか英語は上達しない。

　英語は子供から習うのが一番早いとわかっていたが、
日本語とシマユミタのハナサ〈恋しさ〉に負けて、家で
英語を使わなかったのが失敗だった。もし英語が上手だっ
たら、今ごろ大金持ちになっていたと思うが、もう遅い。
｢徳さん、そんな負け惜しみ言いなはんな｣　という声が
東京と喜界島から聞こえてくるみたいだ。

　たったの８日間だけど、孫と一緒に英語を勉強する機
会でもある。
　そんなことを考えていたら、息子のデールからＥメー
ルでアラスカ・エアラインの切符が送られてきた。

絶賛発売中 !!
「フリムン徳さんの波瀾万丈記」 

1,260 円（送料・税込み）
ご注文は
  「フリムン徳さん応援団」  
　　　   　友田 英助さんまで
℡ /Fax :０４２- ６３２- ７０８８
E-mail:e_tomoda@muh.biglobe.ne.jp

★

アメリカ便り

「広報きかい」版 
フリムン徳さんの

Ｖｏｌ . ２

★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★

上
う え そ の だ

園田 徳
とくいち

市

　　　　さん



●
元
気
な
仲
間
を
募
集
中

　

定
年
な
ど
で
す
で
に
勤
め
を
や
め

た
方
、
家
業
を
子
供
さ
ん
に
ゆ
ず
ら

れ
た
方
や
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

方
で
自
分
の
経
験
や
能
力
を
生
か
し

て
み
た
い
・
・
・
と
考
え
て
お
ら
れ

る
方
で
し
た
ら
ど
な
た
で
も
入
会
で

き
ま
す
。
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
町

内
居
住
の
方
で
、
入
会
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
会
費
、
年
額
千
円
）

●
事
業
所
や
ご
家
庭
の
皆
様
へ

〈
こ
ん
な
と
き
は
シ
ル
バ
ー
人
材　

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
下
さ
い
〉

○�

新
た
に
人
を
雇
う
ほ
ど
で
も
な
い

が
、
き
ま
っ
た
期
間
内
に
一
定
の

仕
事
を
処
理
す
る
と
き
。

○�

急
に
臨
時
の
仕
事
が
で
き
て､

そ

の
仕
事
が
高
年
齢
者
に
向
い
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
と
き
。

○�

家
庭
内
で
の
家
事
の
手
伝
い
や
、

簡
単
な
大
工
仕
事
、
植
木
の
手
入

れ
や
屋
敷
内
の
樹
木
の
伐
採
・
草

取
り
な
ど
の
軽
作
業
で
、
人
手
が

移
転
の
ご
案
内

必
要
な
と
き
。

○�

お
墓
の
清
掃
や
管
理
が
難
し
い

方
、
島
外
に
居
住
さ
れ
て
定
期
的

に
管
理
し
て
ほ
し
い
方
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

喜
界
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

65-

３
６
６
３

●
事
業
所
移
転
の
お
知
ら
せ

  

４
月
１
日
よ
り
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
務
所
が
、
旧
農
水
省
水
利

事
業
所
跡
舎
へ
移
転
し
業
務
を
行
い

ま
す
。

【
新
住
所
】

  　

喜
界
町
大
字
湾
三
八
四
の
一

  

黒糖やそうざいなどを製造し，
　        包装販売されている方々へ

　食品表示は適切ですか？
●表示事項 (必要最小限の事項、食品により一部異なります )

名　称 一般的な名称を用いていますか？

原 材 料 名 原材料、 原産地表示、 食品添加物表示， アレルギー物質表示に漏れはありませんか ?

内 　 容 　 量 記載事項は間違っていませんか ?

期 限 表 示
科学的 ・ 合理的な根拠がありますか ?
　ア　概ね５日以内に消費すべき食品は， 「消費期限 ○○年○○月○○日」
　イ　それ以上の食品は， 「賞味期限　○○年○○月○○日」

保 存 方 法 わかりやすく具体的に記載してありますか？ （常温は省略できる）

製造者氏名製造
所 所 在 地

許可 ・ 届出を取得した氏名 ： 任意団体名やグループ名は不可
鹿児島県○○市○○町○○丁目○○番地

《食品衛生法第１９条第２項》 
�　基準に合う表示がなければ，これを販売し，販売用に供するために陳列し，又は営業上使用してはならない。

◎ 犬の放し飼いは，絶対にやめましょう !
◎ 犬・ねこを捨てるのは，絶対にやめましょう !
◎ 散歩中の犬のフンは，必ず持ち帰りましょう !
◎ 恵まれない子犬・子猫が生まれないよう，処置などの繁殖制限を行いましょう !
◎ 飼いねこ以外のねこに，餌を与えるだけの行為はやめましょう！
◎ 犬は登録と年１回の狂犬病予防注射を必ず行いましょう !
◎ 転出される方で、犬の処分にお困りの方は、保健所にご相談ください !      

心
の
か
よ
う
お
手
伝
い

　
活
躍
し
て
い
ま
す
　

　
　
生
き
生
き
シ
ル
バ
ー

喜
界
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

○
移
転
先
地
図

※原材料、原産地表示はＪＡＳ法、内容量は計量法の所管です。

犬 ・ ねこを飼っている皆様へ

犬やねこも家族の一員愛情と責任を持って飼いましょう !
動物を捨てると，法律により罰せられます !!

◎ご不明な点は，遠慮なく御相談ください！
         名瀬保健所 喜界町駐在 電話 65-3018（不在時は留守電にお名前，電話番号を入力してください！）

保健所からのお知らせ！
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喜
界
町
教
育
文
化
講
演
会

　

児
童
文
学
者
の
（
故
）
椋
鳩
十
を

父
に
持
つ
「
久
保
田
瑤
二
氏
（
加
治

木
ガ
ス
㈱
役
員
）」
を
招
き
、
１
月

30
日
（
金
）
に
役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
で
標
記
講
演
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　
「
父
・
椋
鳩
十
と
そ
の
文
学
」
と

い
う
演
題
で
御
講
話
頂
き
、
生
い

立
ち
か
ら
作
家
デ
ビ
ュ
ー
し
、
成
功

す
る
ま
で
の
人
生
（
生
き
様
）
を
お

話
し
頂
き
ま
し
た
。
本
と
の
出
会
い
、

人
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
感
動
と
の

出
会
い
が
人
生
を
大
き
く
左
右
す
る

と
い
う
お
話
し
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。

　

招
へ
い
の
き
っ
か
け
は
、
上
嘉
鉄

小
学
校
（
積
山
泰
夫
校
長
）
が
文
部

科
学
省
の
「
国
語
力
向
上
モ
デ
ル
事

業
」
の
指
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
以
前
か
ら
（
故
）
椋
鳩
十
氏

と
親
交
の
あ
っ
た
積
山
泰
夫
校
長
が

久
保
田
瑤
二
氏
に
要
請
。「
上
嘉
鉄

小
学
校
の
児
童
だ
け
で
な
く
喜
界
町

民
に
も
お
話
し
頂
け
な
い
か
。」
と

打
診
し
た
と
こ
ろ
快
く
引
き
受
け
て

頂
い
た
次
第
で
す
。

　

会
場
に
は
（
故
）
椋
鳩
十
氏
の
児

童
文
学
に
興
味
の
あ
る
方
々
が
多
数

来
場
さ
れ
、
文
学
の
お
も
し
ろ
さ
を

再
認
識
し
、読
書
の
持
つ
向
上
心
「
言

葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力

を
高
め
、
創
造
力
を
豊
か
な
も
の
に

し
、
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を

身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
。」
を
高
め

ま
し
た
。

み
か
ん
の
種
飛
ば
し
競
争
大
会

　

２
月
22
日
（
日
）
に
中
央
公
民
館

旧
館
ホ
ー
ル
で
第
２
回
目
と
な
る
み

か
ん
の
種
飛
ば
し
競
争
大
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

普
段
、
何
気
な
く
食
し
て
い
る
在

来
種
の
島
み
か
ん
（
フ
ス
ー
や
シ
ー

ク
ー
）
の
種
を
ど
こ
ま
で
飛
ば
せ
る

か
、
競
う
大
会
で
す
。

　

そ
の
他
に
、

① �

児
童
生
徒
に
在
来
種
の
島
み
か
ん

を
改
め
て
見
直
し
て
も
ら
う
。

② �

柑
橘
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
へ
の
認
識

を
周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
病
気

の
蔓
延
を
防
止
・
予
防
す
る
。

③ �

昔
な
が
ら
の
遊
び
を
体
験
す
る
と

と
も
に
、子
ど
も
の
体
力
向
上（
肺

活
量
ア
ッ
プ
）
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

な
ど
を
目
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
小
中
学
生
23
名
が
参
加
し
、

在
来
種
の
フ
ス
ー
と
シ
ー
ク
ー
の
種

を
口
に
含
み
、
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
解

消
と
ば
か
り
に
記
録
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　

昨
年
の
最
長
記
録
１
４
ｍ
33
㎝
に

は
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、
小
学
生

の
部
は
橋
口
永
典
君
（
記
録
９
ｍ
15

㎝
）
が
、 

ま
た
中
学
生
の
部
は
石
原

大
貴
君
（
記
録
９
ｍ
38
㎝
）
が
そ
れ

ぞ
れ
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
九
日
（
木
）
に
第
四
回

喜
界
町
子
ど
も
議
会
が
町
議
会
議
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

設
定
し
た
共
通
テ
ー
マ
「
喜
界
島
の

美
し
い
自
然
を
守
る
た
め
に
、
わ
た

し
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
だ
ろ
う

か
」
を
基
に
、
各
学
校
で
話
し
合
い

を
進
め
、
そ
の
結
果
を
代
表
者
が
発

表
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
昨
年
度
、
共
通
実
践
事
項

と
し
て
決
定
し
た
「
各
集
落
の
美
化

作
業
に
参
加
し
よ
う
」
の
達
成
状
況

を
学
校
ご
と
に
発
表
さ
れ
、
町
全
体

で
約
八
十
％
の
児
童
・
生
徒
が
参
加

で
き
た
よ
う
で
す
。

次
に
、
集
落
以
外
で
で
き
る
こ
と
を

話
し
合
い
ま
し
た
。
話
し
合
い
で
は
、

「
学
校
で
ご
み
を
一
つ
拾
う
よ
う
に

し
よ
う
」、「
登
下
校
中
に
ご
み
を
拾

お
う
（
ク
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
作
戦
）」、

「
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
て
呼
び
か
け
よ

う
」
な
ど
、
特
色
の
あ
る
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
た
ば
こ
の
ポ

イ
捨
て
の
実
態
等
の
報
告
及
び
大
人

へ
の
啓
発
も
あ
り
ま
し
た
。

　

議
長
を
務
め
た
早
町
中
学
校
の
辻

奄
美
君
は
、「
議
長
席
か
ら
は
、
傍

聴
者
が
よ
く
見
え
て
と
て
も
緊
張
し

ま
し
た
。
ど
の
学
校
も
『
ご
み
拾
い

の
時
間
を
設
け
る
』『
ポ
ス
タ
ー
を

作
っ
て
呼
び
か
け
る
』
こ
と
を
実
践

し
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、『
ご
み

の
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
こ
と
も
』
広

く
呼
び
か
け
て
、
喜
界
島
の
美
し
い

自
然
を
守
り
た
い
で
す
。」
と
話
し

ま
し
た
。

議
長　

辻　
　

奄
美
（
早
町
中
）

副
議
長 

角　
　

領
将
（
第
一
中
）

書
記　

冨　

知
紗
都
（
第
二
中
）

発
表
者

　
　

湾
小　
　
　

森　
　

穂
波

　
　

上
嘉
鉄
小　

徹
島　

優
希

　
　

坂
嶺
小　
　

盛
山　

円
香

　
　

荒
木
小　
　

藤
山　
　

鈴

　
　

滝
川
小　
　

富
田　

和
喜

　
　

早
町
小　
　

豊
島　

龍
樹

　
　

志
戸
桶
小　

栄　
　

元
太

　
　

小
野
津
小　

小
田　

樹
里

　
　

阿
伝
小　
　

山
田　

隆
成

　
　

第
一
中　
　

梶
原　

麻
衣

　
　

第
二
中　
　

梅　
　

龍
舞

　
　

早
町
中　
　

辻　

美
和
子

椋
鳩
十
氏
の
次
男
が

講
話
!

最
長
記
録
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
!

 

第
四
回
喜
界
町

　
　

子
ど
も
議
会
行
わ
れ
る

生前の写真を紹介（幼少時代～作家時代）

各学校の代表者

産業振興課職員による在
来種の島みかんの説明

説明に聞き入る参加し
た児童生徒の皆さん

今年はどこまで記録を伸ばせるかな !



レ
シ
ピ
集
発
刊

　

喜
界
島
の
行
事
食
や
伝
統
食
の

料
理
法
を
紹
介
し
た
レ
シ
ピ
集「
お

い
し
い
た
の
し
い
喜
界
島
」
が
発

刊
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
島
内

の
学
校
・
図
書
館
ほ
か
関
係
機
関
、

島
外
の
郷
友
会
・
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
へ
配
布
す
る
と
共
に
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
島
内

外
へ
と
発
信
し
ま
す
。

　

本
レ
シ
ピ
集
作
成
は
、
あ
ま
み

長
寿
子
宝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環

で
、
公
募
メ
ン
バ
ー
の
島
じ
ゅ
う

り
伝
承
委
員
13
名
が
主
体
と
な
り

取
り
組
み
ま
し
た
。
先
輩
主
婦
に

料
理
指
導
を
受
け
、
若
い
世
代
で

も
郷
土
料
理
が
作
れ
る
よ
う
に
と
、

レ
シ
ピ
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め

ま
し
た
。
料
理
の
ほ
か
、
慣
習
や

年
中
行
事
・
自
然
の
魅
力
な
ど
の

情
報
も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

島
生
活
を
楽
し
み
、
郷
土
料
理

を
作
る
参
考
に
、
そ
し
て
郷
里
を

懐
か
し
む
一
冊
と
し
て
、
皆
様
も

ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
℡
65-

３
５
２
２

一
人
暮
ら
し
応
援
団
 

食
改
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議

会
（
代
表
：
奥
智
恵
子
）
は
、
２

月
25
日
（
水
）、
喜
界
高
校
３
年
生

希
望
者
を
対
象
に
、
同
校
調
理
室

に
お
い
て
郷
土
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
卒
業
生
に

郷
土
料
理
を
一
つ
で
も
覚
え
て
も

ら
い
、
一
人
暮
ら
し
の
役
に
立
て

て
ほ
し
い
」
と
の
目
的
で
、
実
施

さ
れ
た
初
め
て
の
教
室
で
す
。
食

改
さ
ん
指
導
の
も
と
、
鶏
飯
・
モ

ズ
ク
酢
・
人
参
シ
リ
シ
リ
・
鶏
胸

肉
の
ム
ニ
エ
ル
・
ヤ
チ
ム
ッ
チ
ー

が
出
来
上
が
り
、
お
い
し
い
楽
し

い
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。

　

巣
立
ち
は
食
の
自
立
の
始
ま
り
。

そ
し
て
食
は
生
活
の
基
本
で
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
し
っ
か
り
食

べ
ま
し
ょ
う
ね
。

※
喜
界
高
校
の
お
取
り
計
ら
い
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
〇
年
度
「
生
活
習
慣

改
善
隊
」
と
参
加
者
の
声

　

今
年
度
か
ら
新
た
な
特
定
健
診

と
特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
し

た
。
厚
生
連
と
医
師
会
の
健
診
受

診
者
は
、
三
九
七
人
で
し
た
。

　

そ
の
健
診
結
果
、
一
〇
〇
人
の

方
が
、
動
機
づ
け
支
援
・
積
極
的

支
援
の
対
象
に
選
ば
れ
ま
し
た（
表

の
と
お
り
）。

　

そ
の
中
か
ら
「
生
活
習
慣
改
善

隊
」
に
参
加
さ
れ
た
の
は
、
男
性

が
三
割
、
女
性
が
六
割
で
し
た
。

六
か
月
後
の
改
善
目
標
と
行
動
計

画
を
各
々
が
立
て
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
継
続
的
な
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
二
〇
年
九
月
に
始
め
ら
れ

た
の
は
、
積
極
的
支
援
一
〇
人
と

動
機
づ
け
支
援
は
一
五
人
の
方
々

で
し
た
。
今
月
は
六
か
月
目
と
な

り
、評
価
の
時
を
迎
え
ま
し
た
（
ド

キ
ド
キ
！
）。

「
生
活
習
慣
改
善
隊
」
に
参
加
さ

れ
、
良
い
結
果
を
出
し
て
お
ら
れ

る
六
〇
代
の
男
性
よ
り
、
現
在
の

喜
び
の
声
を
お
聞
き
で
き
ま
し
た
。

　
　①

改
善
目
標
と
、
家
族
・
支
援
ス

タ
ッ
フ
の
声
か
け
が
あ
っ
た
か
ら

頑
張
れ
ま
し
た
。

②
今
ま
で
無
頓
着
だ
っ
た
食
事
の

カ
ロ
リ
ー
計
算
や
、
運
動
を
お
っ

く
う
さ
が
な
く
自
然
に
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

③
体
重
・
腹
囲
・
血
糖
値
に
明
確

な
改
善
が
見
ら
れ
、
目
標
を
達
成

で
き
、
今
後
も
こ
の
生
活
習
慣
を

継
続
し
ま
す
。(

聞
き
取
り
・
羽
佐

田)

　

平
成
二
〇
年
度
国
保
加
入
の

四
〇
歳
～
七
四
歳
の
「
特
定
健
診

受
診
率
」は
、約
三
〇
％
で
し
た【
目

標
五
〇
％
】。
五
年
後
の
二
四
年
度

の
目
標
数
値
は
、
六
五
％
達
成
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
受
診
機
会
を
作
れ
な

か
っ
た
皆
様
、
二
一
年
度
は
ぜ
ひ

お
受
け
下
さ
い
。
受
診
さ
れ
た
方

も
継
続
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
！

す こ や か n e w s

宮里　樹輝くん 長谷川　光夏くん 壽　桔平くん平馬　璃空くん澄田　駿太くん

階層化 対象者 参加者

男
動機づけ支援 33 10

積極的支援 27 10

女
動機付け支援 33 13

積極的支援 ７ ６

平成 20 年度特定保健指導対象者と参加者

13　Kikai Public Relations 2009.3



14

３つの基礎年金が
あなたの一生をサポートします。

老齢基礎年金　～老後への備え～

障害基礎年金・遺族基礎年金　～不測の事態への備え～

６５歳から一生涯老齢基礎年金が支給されます。（終身保障）

○�２０歳から６０歳になるまでの４０年間（４８０月）の全期間保険料を納めた方は、６５歳から
満額の老齢基礎年金が支給されます。

○�保険料を全額免除された期間の年金額は１／３（将来は１／２）となりますが、保険料の未納期
間は年金の対象期間になりません。

○�会社員や公務員（厚生年金や共済組合に加入）だった方には老齢厚生年金や退職共済年金が上乗
せされて支給されます。

※�老齢基礎年金を受けるためには保険料を納めた期間と保険料を免除された期間が最低２５年間
（３００月）あることが必要です。

【老齢基礎年金の計算式】
７９２，１００円×｛保険料納付月数＋（保険料全額免除月数×６分の２）＋（保険料４分の１納付
月数×６分の３）＋（保険料半額納付月数×６分の４）＋（保険料４分の３納付月数×６分の５）｝
／加入可能年数×１２

　病気やケガで重い障害を負われたときには障害基礎年金が、また、万一ご本人が亡くなったときは、
残された妻や子に遺族基礎年金が支給されます。
　また、会社員や公務員であるときの障害や死亡の場合には、厚生年金や共済年金からも、基礎年
金に上乗せされて年金が支給されます。

■障害基礎年金

平成２０年度年金額（定額）　９９０，１００円（１級）
７９２，１００円（２級）

　国民年金加入中の病気やケガで障害等級表（１級・２級）による障害の状態にある間は障害基礎
年金が支給されます。
　（注）子の人数によって加算（１人につき：２２７，９００円、３人目以降７５，９００円）があります。

平成２０年度年金額　７９２，１００円（満額）
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☆毎月納付で保険料を支払いになる場合
（納付書による現金納付及び翌月末振替の口座振替）
・１ケ月分→１４，６６０円
・６ケ月分→８７，９６０円
・１年度分→１７５，９２０円

☆毎月振替「早割」で保険料をお支払いになる場合（当月末振替の口座振替）
・１ケ月分→１４，６１０円（割引５０円）
・６ケ月分→８７，６６０円（割引３００円）
・１年度分→１７５，３２０円（割引６００円）

☆６ケ月分をまとめて前払いする場合（現金納付）
・６ケ月分→８７，２５０円（割引７１０円）
・１年度分→１７４，５００円（割引１，４２０円）
　（６ケ月前納４月～９月と１０月～３月を前納した場合の合計）

☆６ケ月分をまとめて前払いする場合（口座振替）
・６ケ月分→８６，９６０円（割引１，０００円）
・１年度分→１７３，９２０円（割引２，０００円）
　（６ケ月前納４月～９月と１０月～３月を前納した場合の合計）

口座振替手続き・お支払い方法は、お近くの社会保険事務所にお問い合わせください。

■遺族基礎年金

平成２０年度年金額　１，０２０，０００円（妻）
（基本額（定額）：７９２，１００円＋子１人の加算額：２２７，９００円）

　国民年金の加入者が亡くなったとき、その方によって生計を維持されていた「子のある妻」又
は「子」に支給されます。

（注１）子は１８歳到達年度の末日まで、又は障害がある場合は２０歳まで支給されます。

（注２）妻に支給される場合は、子の人数によって加算があります。

※�障害基礎年金や遺族基礎年金を受けるためには、障害や死亡といった事故が発生するまでの公
的年金の加入月数の２／３以上の期間について、保険料が納付又は免除されていること、もし
くは初診日又は死亡された日の属する月の前々月までの１年間に保険料の未納がないことが必
要です。

国民年金保険料が変わります
平成２１年度の国民年金保険料が、１４，６６０円になります。

保険料のお支払い方法によって、お得な割引料金も設定されています。
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新築公営住宅の募集概要について

【応募資格】
　入居申込のときに次の各号のいずれにも該当する人に限ります。

（１）�法 令 に 基 づ く 収 入 が １ ５ ８，０ ０ ０ 円（ 高 齢 者 や 身 体 障 が い 者 世 帯 な ど は
２１４，０００円）以下であること。

（２）�現に住宅に困窮していることが明らかな者（応募世帯人員の全員が持ち家を所有し
ていないこと。）

（３）町税等の滞納がないこと。

【募集戸数】
　建替対象の公営住宅入居の動向によって変わりますので、現時点では未定

【申込用紙配布時期】
　３月中旬頃

【参考】

間取り 面積 家賃　※１
１DK （５戸） ３７．００㎡～ １３，５００円～
２DK（10 戸） ５３．２４㎡～ １９，５００円～
３DK （６戸） ７８．０６㎡～ ２８，６００円～

問い合わせ先：喜界町役場建設課住宅管理係　℡０９９７－６５－１１１１（内線６９）

　現在、湾集落の旧石原外科病院跡地に公営住宅を建設中でありますが、３月末をもって完成致

します。この公営住宅は、建替対象の公営住宅に入居されている方が優先的に移転入居され、残っ

た戸数を一般公募と致します。一般公募の詳細等については追って町防災無線、各集落放送等で

皆様にお知らせします。なお、応募資格等については下記のとおりとなっております。

※その他不明な点等ございましたら、下記までお問い合わせください

１DK ２DK ３DK

暮
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
２



便利な振り替え納税で

　　平成２２年度国家公務員採用試験（大学卒業等程度）日程等（案）
○国家公務員採用Ⅱ種試験

【 受 験 資 格 】①昭和 55. ４．２～昭和 63. ４．１生まれの者
②昭和 63. ４．２以降生まれで大学・短大・高専を卒業した者、
　平成 22. ３までに卒業見込みの者及び人事院が同等と認める者

【 受 付 期 間 】◎インターネット　４月 11 日（土）～４月 15 日（水）
○郵送又は持参　　４月 13 日（月）～４月 22 日（水）

【第１次試験日】６月 21 日（日）

○国税専門官採用試験
【 受 験 資 格 】①昭和 55. ４．２～昭和 63. ４．１生まれの者

②昭和 63. ４. ２以降生まれで大学を卒業した者、
　平成 22. ３までに卒業見込みの者及び人事院が同等と認める者

【 受 付 期 間 】４月１日（水）～４月 14 日（火）
【第１次試験日】６月 14 日（日）

○労働基準監督官採用試験
【 受 験 資 格 】①昭和 55. ４．２～昭和 63. ４．１生まれの者

②昭和 63. ４．２以降生まれで大学を卒業した者、
　平成 22. ３までに卒業見込みの者及び人事院が同等と認める者

【 受 付 期 間 】４月１日（水）～４月 14 日（火）
【第１次試験日】６月 14 日（日）

○法務教官採用試験
【 受 験 資 格 】①昭和 55. ４．２～昭和 63. ４．１生まれの者

②昭和 63. ４．２以降生まれで大学・短大・高専を卒業した者、
　平成 22. ３までに卒業見込みの者及び人事院が同等と認める者

【 受 付 期 間 】４月１日（水）～４月 14 日（火）
【第１次試験日】６月 14 日（日）

◎受験案内等の請求方法
返信用封筒（角形２号、140 円分（国税専門官については 120 円分）の切手貼付、あて先・
請求試験名明記）を同封した封筒に、請求する試験名を朱書きし、下記問い合わせ先へ送付
してください。※２月２日（月）から配布。

   問い合わせ先
人事院九州事務局第二課試験係
〒 812 － 0013　福岡市博多区博多駅東２－ 11 －１
Te l　０９２－４３１－７７３３
Fax　０９２－４７５－０５６５

○
期
限
内
納
付
と
振
替
期
日

　

平
成
二
十
年
分
確
定
申
告
分
の
納
付
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

納
税
は
、
お
近
く
の
銀
行
（
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
）
な
ど
の

金
融
機
関
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
税
務
署
の
窓
口
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、申
告
所
得
税
と
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）

の
納
税
は
、
金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
り
替
え

る
「
振
替
納
税
」
が
大
変
便
利
で
す
。

　

ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

振
替
納
税
の
振
替
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
納
付
期
限
に
遅
れ
た
場
合
又
は
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
、
納
付
期
限
の
翌
日
か
ら
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

納
税
や
「
振
替
納
税
」
の
こ
と
で
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

大
島
税
務
署

（
電
話
〇
九
九
七
―
五
二
―
四
三
二
一
）

※
自
動
音
声
案
内

申
告
所
得
税
の
納
付
期
限

平
成
二
十
一
年
三
月
十
六
日
（
月
）

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業

者
）
の
納
付
期
限

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
（
火
）

申
告
所
得
税
の
振
替
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
二
日
（
水
）

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業

者
）
の
振
替
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
七
日
（
月
）

17　Kikai Public Relations 2009.3
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中
間
集
落
は
琉
球
や
薩
摩
の
時

代
か
ら
、
ス
ー
タ
ー
シ
マ
と
呼
ば
れ

た
先
内
集
落
と
並
ん
で
役
人
の
多
い

集
落
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
明

治
に
入
っ
て
も
「
貧
し
く
て
も
人
の

下
座
に
は
座
ら
な
い
」
と
い
う
気
位

と
意
気
込
み
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

明
治
以
降
も
、
村
役
人
や
教
員
な

ど
が
多
く
、
事
業
家
や
政
治
家
も
輩

出
し
た
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け

て
「
島
一
番
の
分
限
者
」
と
い
わ

れ
、
教
育
や
公
共
事
業
の
発
展
の
た

め
寄
付
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
中
間
昌

栄
や
、
昭
和
初
期
に
長
く
喜
界
村
長

の
任
に
あ
っ
た
永
井
栄
吉
な
ど
が
い

た
。
今
現
在
に
お
い
て
も
品
位
や
教

養
の
高
い
人
物
が
多
い
。（
※
竹
内

譲
著
「
喜
界
島
の
民
俗
」
を
一
部
参

考
）

言
い
伝
え
な
ど
に
つ
い
て

ナ
ン
ハ
マ

　

か
つ
て
は
年
末
に
な
る
と
、
坂
嶺

小
校
区
内
か
ら
正
月
用
の
白
砂
を
採

る
た
め
に
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。

　

そ
の
昔
は
浜
競
馬
も
行
わ
れ
て
い

た
と
い
う
。
ま
た
、
数
年
前
ま
で
は

漁
業
組
合
が
海
苔
を
養
殖
し
て
い

た
。

ミ
ン
ド
ゥ
マ
イ

　

平
成
３
年
頃
ま
で
は
真
水
が
終
日

湧
い
て
お
り
、
か
つ
て
は
集
落
の
洗

濯
場
で
あ
っ
た
。
当
時
の
洗
濯
岩
は

今
も
残
っ
て
い
る
。

　

魚
の
宝
庫
で
あ
り
、
追
い
込
み
漁

の
拠
点
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
泳
の
場

で
も
あ
っ
た
。
洗
濯
を
す
る
母
親
の

ま
わ
り
で
遊
び
回
る
子
ど
も
た
ち

の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。

ミ
ダ
ナ

　

ミ
ン
ド
ゥ
マ
イ
と
同
じ
く
真
水

シ
マ
の

入

り

江

と

潮

だ

ま

り

連　

載　
　
　

第　

５　

回

～
中
間
編
～

が
湧
い
て
お
り
、
周
辺
住
民
の
洗
濯

場
で
あ
っ
た
。

　

大
正
時
代
に
、郵
便
船
が
難
破
し
、

『
ト
モ
ウ
』、『
イ
ン
ジ
ョ
ウ
』
と
い

う
沖
縄
の
乗
組
員
が
中
間
を
は
じ
め

と
す
る
周
辺
住
民
に
救
助
さ
れ
た
と

い
う
。

※
中
間
の
海
岸
線
は
、
海
が
時
化
た

日
の
翌
朝
に
は
生
き
た
バ
カ
イ
カ
が

打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
本
誌
平
成

20
年
10
月
号
参
照
）。

民生委員 ・ 児童委員活動たより　№４

　２月定例会は２月４日、 老人福祉センターで３４人が参加

して開催されました。 今回は現地研修とグループ討議を

おこない、現地研修では 『障害者小規模作業所ほっと館』、

『知的障害者更正施設はまゆり学園』 と湾小学校を見学

しました。

　ほっと館では、 スタッフの平田さんから活動内容など作業

所の説明があり、 その主旨は障害者の 「仲間作り」、 「憩

いの場」、 あるいは日常の生活リズムを身につけ、 みんな

で作業することで仕事への意欲を高め、 病気の再発防止

や社会復帰・社会参加への促進を図ることとのことでした。

実際の作業内容は、 名刺作り ・ 調理実習 ・ 小物作り ・

障子貼り ・ ゴキブリ団子作り ・ 美術書道教室の他、 草刈

りやアルミ缶改修などのボランティア活動まで多岐にわた

ります。 所在地はすこやかセンターとなりで、 スタッフ２人

とともに１０時から１６時までが活動時間です。 見学しての感

想としては、 スタッフが明るい家庭的な雰囲気作りを心掛

けておられ、 一般の方々との交流を大切にしており、 大い

に好感が持てました。

　はまゆり学園は

入所 ・ 通所の併

設で、 定員は入

所者３０人、 通所

者１０人、 ショート

ステイ３人であり、

現在は入所者３０

人、 通所者７～８

人であるとのこと

でした。

　最後に訪れた湾小学校では、校長先生が『なかよし教室』

をはじめとする全１１学級を案内してくれました。 また、 保

護者の希望による学童保育にも教室を提供しているとのこ

とでした。

　現地研修後は定例会場に戻り、 ３グループに分かれて平

成２１年度の活動計画の作成に向けた討議を行いました。

以上が２月定例会の報告内容です。 　　　　　　　　　　　　　　　　　

（野間）

『ほっと館』での現地視察

　

ご
存
知
の
各
集
落
の
入
り
江
や

潮
だ
ま
り
に
関
す
る
言
い
伝
え
や

行
事
な
ど
が
あ
れ
ば
、
企
画
課
・

植
村
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先 

65-

１
１
１
１
（
内
線
23
）

ナ
ン
ハ
マ
（
中
間
浜
）

ミ
ン
ド
ゥ
マ
イ
（
水
留
ま
り
）

ヤ
リ
ム
ル
ー

ミ
ダ
ナ



喜界町の推計人口
（平成 21 年２月１日現在）

世 帯 数 ・・・・・ 3,744 戸 ( 　 5 )

人 口 ・・・・・ 8,246 人 （   9）

男 ・・・・・ 3,944 人 （  13）

女 ・・・・・ 4,302 人 ( - 4 )

む
ら
さ
き
の
紫
式
部
は
揺
ら
ぎ
お
り

雨
よ
り
小
さ
き
珠
に
あ
ら
せ
ば

�

嶺
倉　

祝
子

バ
ス
の
窓
よ
ぎ
り
て
揺
ら
ぐ
早
春
の

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
色
の
さ
や
け
き

北
島　

シ
ナ

尺し
ゃ
く
は
ち
八
の
音
色
や
わ
ら
か
還
暦
を
機
に

息こ
子
が
始
め
た
る
邦
楽
の
道

�

有
村　

道
子

堪
え
し
こ
と
み
な
そ
れ
ぞ
れ
を
な
つ

か
し
み
月
の
光
は
今
を
生
き
ゆ
く

平
尾　

チ
ヨ

笹
舟
の
ご
と
く
流
さ
れ
着
き
し
街
中

山
道
沿
い
上
州
倉
賀
野

屋
良
ミ
ノ
子

す
じ
が
き
の
わ
か
ら
ぬ
テ
レ
ビ
消
す

癖く
せ

の
世
界
遺
産
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
好

む�

美
代　

イ
シ

吾
が
住
み
し
庭
形
ど
り
て
草
花
は
過

ぎ
ゆ
く
日
々
に
想
ひ
を
刻き

ざ

む
郡　
　

市
子

桜
桃
咲
き
満
ち
色
づ
く
フ
ス
ー
蜜
柑

野
鳥
賑
わ
う
島
の
如き

さ
ら
ぎ月

�

弥
島　

幸
子

氏　
　
　

名

福
山
セ
キ
子

森
田　

義
典

林　
　

正
五

龍
田　

康
一

花
岡　

ス
ヱ

三
浦
ナ
ミ
エ

前
田　
　

富

久
倉　

ユ
キ

愛
島　

藤
子

年
齢

83
才

71
才

85
才

45
才

96
才

86
才

94
才

91
才

78
才

住

所

志
戸
桶

上
嘉
鉄

浦

原

花
良
治

小
野
津

塩

道

手
久
津
久

佐
手
久

赤

連

夕
ま
ぐ
れ
路
傍
に
香
り
流
れ
来
る
時

季
よ
り
早
き
白
梅
咲
け
り

�

武
田　

幸
子

や
わ
ら
か
き
芽
吹
き
の
色
の
濃
く
淡

く
日
差
し
和な

ご

め
る
朝
の
径み
ち

ゆ
く

�

林　
　

蓮
香

徳　
　

哲
也

福
山　

富
勝

森
田　

永
寛

伏
見　

節
枝

林　
　

充
宏

花
岡　

博
久

三
浦　

輝
久

守
内　

忠
吉

前
田　
　

洋

三
島　

哲
次

湾

志

戸

桶

上

嘉

鉄

島
　

中

浦
　

原

小

野

津

塩
　

道

小

野

津

手
久
津
久

小

野

津

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

社
協
だ
よ
り

氏　
　
　

名

梅
永　

悠ゆ
う
き希

岩
崎　

龍
り
ゅ
う
し
ん信

林　

悠ゆ

き

と
樹
斗

志
立　

桃も

か夏

益
田　

大た
い
が雅

保
護
者

仁

史

将

士

英

樹

直

樹

大

介

住

所

赤

連
湾

羽

里

赤

連

志
戸
桶

住

所

塩

道

志
戸
桶

中

間

荒

木

赤

連

浦

原

氏　
　
　

名

生
島　

辰
規

上
園
恵
里
奈

實　
　

浩
希

益
田
阿
咲
子

枇
杷
田　

直

林　

麻
衣
子

２００９年７月２２日

　一生に一度の皆既日食まで

あと １３５ 日

（２００９年 3 月１０日現在）
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税で創る、あかるい未来
　３月末は
　　　　国民健康保険税　　　　６期分
　　　　後期高齢者医療保険料　６期分
　　　　介護保険料　　　　　　６期分�
　　　　　　　　　　　　　　　　の納期限です。
納期内に必ず納めましょう。

　　皆さんこんにちは。 私は 「ラッキー」 という
名前だけど女の子です。 生まれてすぐに、 この
家にもらわれてきました。 誰にでもシッポをふっ
て愛想を振りまくし、 鳴いたり人をかんだりしな
いので、 番犬には向いてないかな？
　　今の趣味はドライブ。 今度はどこに行こうか
なあ。

６

今月の

こんげつのわんこ

 ラッキーちゃん

　女の子 　 ３才
　ミックス
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編

集

後

記

　

取
材
し
た
内
容
な
ど
は
ノ
ー
ト

で
は
な
く
、
コ
ピ
ー
用
紙
に
書
き

留
め
て
い
る
。「
ハ
ビ
マ
ド
ー
シ
」

と
な
ら
ぬ
よ
う
、
ミ
ス
プ
リ
ン
ト

や
使
用
済
み
の
紙
の
裏
面
を
再
利

用
し
て
い
る
の
だ
。

　

ま
る
で
台
風
の
よ
う
な
強
風
に

あ
お
ら
れ
た
２
月
13
日
、
取
材
紙

が
バ
ラ
バ
ラ
に
飛
び
、
一
部
は
回

収
で
き
な
か
っ
た
。
ノ
ー
ト
に
し

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
悔
や
ん
だ

が
、
時
既
に
遅
し
。
行
方
不
明
に

な
っ
た
取
材
紙
が
無
い
ま
ま
原
稿

を
書
く
羽
目
に
な
っ
た
。

　

こ
の
日
は
「
春
一
番
」
だ
っ
た

の
だ
。
そ
の
二
日
前
は
島
全
体
が

「
黄
砂
」
に
吹
か
れ
た
が
、
同
じ
日

で
は
な
く
何
よ
り
で
あ
っ
た
。

　

春
一
番
の
後
は
「
西
高
東
低
」

の
気
圧
配
置
と
な
り
、
寒
が
戻
る

と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
２
月
に

し
て
は
暖
か
い
日
が
続
い
て
い
た

が
、
果
た
し
て
少
し
だ
け
肌
寒
く

な
っ
た
。
そ
し
て
「
三
寒
四
温
」

が
繰
り
返
さ
れ
、
春
が
訪
れ
る
。

　

記
憶
を
た
ぐ
っ
て
の
原
稿
執
筆

は
つ
ら
く
、
正
確
性
も
欠
く
。
や

は
り
ノ
ー
ト
に
変
え
よ
う
か
。

　

と
、
こ
こ
ま
で
書
い
て
、
記
憶

だ
け
の
執
筆
は
一
度
や
二
度
で
な

い
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
取
材
紙

を
現
場
に
忘
れ
た
り
、
車
の
上
に

置
い
た
ま
ま
走
っ
た
り
す
る
私
は

「
忘
れ
ん
坊
一
番
」
だ
っ
た
の
だ
。

「
ワ
ン
ニ
ェ
ー
、
の
ー
と
ン
チ
ャ
、

ア
タ
ラ
サ
」。　
　
　
　
　
（
植
村
）

メキシコ原産のトウダイグサ科。日本には明治初期に持ち込まれた。和
名の「猩々木」は、中国の伝説上の生物である「猩猩」から。猩猩は

大酒飲みで、常に赤ら顔とされることから、この花の鮮やかな赤色にちなん
で名付けられた。しかし、花とされているものは、実は花ではなく、イチゴ
やナスの「へた」にあたる部分である。
　花ことばは「祝福する」「私の心は燃えている」など。

ポインセチア
（猩々木：しょうじょうぼく）

シマユミタでは「トーマミー」。数あ
る島在来の農作物のひとつ。北ア

フリカから中東が原産。日本へは８世紀
の奈良時代に入った。名前の由来は、サ
ヤが空に向かって付くためと、カイコに
似るため。島では、古くからソラマメで
醤油や味噌などを作っていた。最近では、
お菓子として島ゴマや黒糖などで加工さ
れている。完全無農薬で栽培され、カボ

チャ畑な
どでは防
風用や緑
肥として
植えられ
ている。
　花こと
ば は「 憧
れ」。

そらまめ（空豆、蚕豆）

夜の農道で、あたたかいオレ
ンジ色の光りを見かけたこ

とはないだろうか。それは「電
照菊の光」である。
　菊の仲間は、昼が短くなると
花を咲かせる性質がある。この
習性を利用し、旬を過ぎて品薄時に高値で取引できるよう
に、強制的に光をあて「昼はまだ長い」と勘違いさせて開
花を遅らせるのである。促成栽培とは逆で、抑制栽培の一
種である。
　写真は永井嘉文さん（赤連）栽培のスプレーギクで、品
種は「オルフェ」。スプレーギクの特徴はきらびやかで繊細
であることから、花束やフラワーアレンジメントなどに利
用され、年間を通して需要がある。また、お盆や彼岸には
小菊の代わりにも使われることもある。

　使用される電球は白熱球が主であるが、最近では光熱費
軽減・地球温暖化防止の観点から、発光ダイオード（LED）
も使用されている。
　 ス プ レ ー ギ ク の 花 言 葉 は「 き よ ら か な 愛 」「I LOVE 
YOU」。
　沖縄の「かりゆし５８」というバンドに『電照菊』とい
う名曲がある。歌詞には「電照菊の光よ この暗闇を照らし
てくれないか 大切な人がいつか 夜道に迷うことなく帰りつ
けるように」とある。まさしく喜界島を歌っているようだ。

電照菊

２-３


